
ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（平成２９年５月分） 

平成２９年７月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

（注：以下は、現地紙など公開情報をとりまとめたものです。） 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●ＢＨ議会上院ボシュニャク系、クロアチア系

提出の選挙法改正法案に対しＶＮＩを行使（４

日） 

 ４日、ＢＨ議会上院は、クロアチア系議員団

が４月２８日に提出したＢＨ大統領評議会、Ｂ

Ｈ連邦議会上院及びモスタル市議会に関する

選挙法修正法案について、緊急審議手続きに

よる取扱を、賛成多数により可決した。採決で

は、クロアチア系全議員及びセルビア系国政

野党であるＳＮＳＤ及びＤＮＳの議員が賛成票

を投じ、ボシュニャク系全議員とセルビア系国

政与党のＳＤＳが反対票を投じた。この可決に

対し、ボシュニャク系議員団は、クロアチア系

が多数派のカントンにおいて、ボシュニャク系

有権者の権利が侵害される可能性があるとし

て「民族の死活的利益（ＶＮＩ）」による保護手

続きを開始。これにより、ＢＨ憲法裁判所にお

いて、ＶＮＩの申立ての妥当性が判断されるま

で、本法案の議会における取扱は中断され

る。 

  

●ＢＨ議会下院、燃料税増税法案に対する否

定的意見の採択（１０日） 

 １０日、ＢＨ議会下院は、ＢＨがＩＭＦの拡大

信用供与措置（ＥＦＦ）による第二回ディスバー

スを受けるために必要とされている、燃料税

増税関連４法案に対する経済・予算委員会に

よる否定的意見を賛成多数で採択した。なお、

本案は、４月１０日、２０日と同議会で既に２度

法案成立を否決されているが、本否定的意見

の採択により、同法案の議会における審議手
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続きが終了となる。採決においては、セルビア

系国政与党「変革のための同盟」、ＤＦ、ＳＤＰ

や独立系候補等に加え、ＳＤＡ議員クラブから

離脱した３名が否定的意見に賛成票を投じ、

ＳＤＡ、ＳＢＢ及びＨＤＺが反対票を投じた。ＳＮ

ＳＤと、ＳＤＡ議員クラブから離脱し進退が注目

されるメフメトビッチＳＤＡ議員は棄権した。 

 なお、１３日、ＳＤＡ幹部会は、先に除名処分

としたシェピッチ議員に続いて、同意見に賛成

票を投じたアフメトビッチ議員及びソコロビッチ

議員を正式に除名処分とした。 

  

●イバニッチ大統領評議会議長、ＥＵの質問

状に対する作業加速化に関する会合を実施

（２４日） 

 ２４日、イバニッチ大統領評議会議長（セル

ビア系）は、ＢＨ大統領評議会メンバー、ＢＨ国

家機関、各エンティティの代表者を集め、昨年

１２月に欧州委員会から受領した質問状の回

答準備の加速化について協議した。 

 イバニッチ議長は同会合後、「最大の問題は、

各レベルの回答準備が終わっていても、国レ

ベルでの集計が未だ始まっていないことであ

る。コミュニケーション不足によって長い時間

を無駄にしてしまった。」と述べた。なお、同質

問の回答までに、セルビアは４５日、モンテネ

グロは４ヶ月、クロアチアは３ヶ月を要した一

方、ＢＨは質問状の受領から既に６ヶ月が経

過している。 

   

（２）エンティティ、特別区 

ア スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●スレブレニツァ市議会、前与党による政治

任命幹部の解任（４日） 

 ４日、スレブレニツァ市議会が開催され、４月

２８日の会合で市議会与党が交代（ＳＮＳＤを

中心とする連立からＳＤＳを中心とする連立）

したことに伴い、前与党による市役所及び市

公社の政治任命幹部等が解任された。かかる

状況に関し、同市のグルイチッチ市長（セルビ

ア系）及び同市ＳＮＳＤ支部長はバニャ・ルカ

を訪問し、ドディックＲＳ大統領（ＳＮＳＤ党首）

と会談した。会談後、ドディック大統領は、ＳＮ

ＳＤは、市議会であと１名を確保し、スレブレニ

ツァ与党に返り咲く旨述べた。 

 

●ＲＳ国民議会、リュビヤ鉄鋼会社の株式売

却に関する政府決定を否決（１７日） 

 １７日、ＲＳ国民議会は、プリイェドル市にあ

るリュビヤ鉄鋼会社の株式６５％をイスラエル

投資グループ社に売却する旨のＲＳ政府決定

を否決した。 

同売却は、４月１３日に、ＳＮＳＤ議員を中心

とするＲＳ政府において、連立与党であるＤＮ

Ｓ閣僚の反対を押し切って決定された。４日に

は、野党の要求により本件に関する公聴会が

開催され、ジョキッチＲＳ産業・エネルギー・鉱

業相、売却先となるイスラエル投資グループ

社の代表に加え、同じく入札に参加したアル

セロール・ミタル・プリイェドル社の代表等が出

席し、説明及び質疑応答が行われた。その後、

１１日に、ＲＳ国民議会経済委員会が開催さ

れ、同売却を取り下げるよう政府に対し要求

する旨が決定されていた。 

否決後の２５日には、パビッチＤＮＳ党首が

ＲＳ政府の売却決定をめぐり、ジョキッチＲＳ産

業・エネルギー・鉱業相の辞任を要求する記

者会見を実施。これに対し、ドディックＲＳ大統

領は、両名の対立はそのうち収まる旨、ＤＮＳ

は３１日に実施されるＲＳ政府の不信任決議

（後述）に賛成しない旨発言した。 
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●ＳＤＳ、党大会を実施。メクティッチＢＨ治安

相他が欠席（２８日） 

 ２８日、ＳＤＳはビイェリナ市において党大会

を実施し、評議委員会メンバー７１名を選出し

た。また、今後、反汚職及びＲＳの天然資源保

護に関する法制化を要求する旨の決議を採

択した。なお本大会には、ボシッチＢＨ議会下

院副議長（前党首）、タディッチＢＨ議会上院

副議長（前副党首）及びメクティッチＢＨ治安相

という３名の有力党員が欠席し、党幹部と対

立が続いていた両副議長に加え、メクティッチ

治安相の欠席は、驚きをもって報道された。 

２１日、党大会に先立ち、メクティッチ治安相

は、ＳＤＳプルニャボル市支部からＳＤＳ本部

への指名人事をめぐる対立を理由として、同

支部における役職を辞任しており、これが欠

席の理由と見られている。 

 

●ＲＳ国民議会、内閣不信任案の否決（３１

日） 

 ３１日、ＲＳ国民議会は野党提出のＲＳ政府

不信任案に関する特別会合を開催したが、議

題の採択において、反対多数により不信任案

を議題とすることを否決した。よって、不信任

案は審議対象とはならなかった。 

 本案は、ＲＳ野党であり国政与党の「変革の

ための同盟」が、１５日に提出していたもの。し

かし、リュビヤ鉄鋼会社の株式売却をめぐりＳ

ＮＳＤと対立していたＲＳ与党のＤＮＳが賛成し

なかったことで否決された。 

 

イ ブルチュコ特別区 

●ブルチュコ特別区司法委員会、ＢＨ高等司

法検察評議会へのトマシュ候補の選出を取消

（１９日） 

 １９日、ブルチュコ特別区司法委員会は、高

等司法検察評議会（ＨＪＰＣ）へのブルチュコ特

別区選出委員に関し、トマシュ候補の選出を

取消す旨を決定した。これは、ＨＪＰＣより、民

族バランスの見地からボシュニャク系の委員

を求められていたにも拘わらず、４月に所属民

族が「その他」にあたるトマシュ委員を選出し、

ＨＪＰＣより変更を求められたことに対応するも

の。 

 

●ブルチュコ特別区議会、同特別区司法委員

会の解散を決定（２４日） 

２４日、ブルチュコ特別区議会は会合を実

施し、同特別区検察局及び司法委員会の２０

１６年活動報告書について協議し、トマシュ候

補のＨＪＰＣ選出問題で、同特別区司法委員

会を解散の上、新委員会を発足させることを

決定した。 

  

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プ

ロセスを含む） 

●シャロビッチ副首相兼対外貿易関係相、

「一帯一路」会議に参加（１４－１５日） 

 １４－１５日、シャロビッチ副首相兼対外貿易

経済関係相率いるＢＨ代表団が、北京で開催

された「一帯一路」国際協力ハイレベル・フォ

ーラムに参加した。 

 １４日には、ＢＨ・中国間の開発、インフラ、エ

ネルギー、観光に関する協力協定の署名式

が行われた。同署名により、ＢＨは正式に、中

国が総額１，０００億ユーロを費やす準備があ

る「一帯一路」プロジェクトの一員となった。同

副首相は「ＢＨは、今後自国の発展に関して、

「一帯一路」の枠組みに合致するプロジェクト

があれば、同枠組みから多大な支援を得られ
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るようになる。」と述べた。 

 また、同副首相は、１４日にはバノビチにお

ける石炭火力発電所建設に関する契約交渉、

及びダバルにおける水力発電所建設に関して、

東方電気集団有限公司と会談を持った。１５

日には、中国輸出入銀行総経理と、高速道路

建設等に対するクレジット供与につき、また、

葛洲墺集団股フン有限公司とは、トゥズラ火

力発電所第７号機建設に関し、会談を行っ

た。 

 

●インツコ上級代表、国連安保理報告を実施

（１７日） 

 １７日、インツコ上級代表は、国連安全保障

理事会において、２０１６年１０月２２日～２０１

７年４月２１日のＢＨにおける平和履行の現状

に関する第５１回報告を行った。同報告書で

は、当該期間には、２００７年ＩＣＪ判決の見直

し請求をめぐる対立、ＢＨ憲法裁判所の判決

を無視した「ＲＳの日」の制定・祝賀や防衛資

産の国家への登録に対する反発など、主に政

治的な平和履行に対する多くの挑戦があった

一方で、欧州統合に向けては、欧州委員会か

ら質問状を受領し、作業に取りかかる等の前

向きな動きも見られたことを指摘した。 

 

●サラエボ・ビジネス・フォーラムの開催（２２

－２３日） 

 ２２－２３日、ボスナ国際銀行とイスラム開発

銀行が共催し、ＢＨ大統領評議会、ＢＨ閣僚評

議会、両エンティティの貿易商工会議所が後

援した第８回サラエボ・ビジネス・フォーラムが

開催され、世界３０カ国から約１７００名が参加

した。 

 ブクビッチ・ボスナ国際銀行総裁は、閉会の

挨拶で「今回、我々はメディアと協力して、戦

争やその他悲しい出来事と歩んできたＢＨの

新しい一面をお見せすることができたと願う。

今日、ＢＨは世界でも有数の観光業が急成長

している国である。」と述べ、ＢＨの可能性を強

調した。 

 

●第二回「安定化・連合協定（ＳＡＡ）」レビュー

会議の開催（３１日） 

 ３１日、ＥＵとＢＨの共同議長による第二回

「安定化・連合協定（ＳＡＡ）」レビュー会議が、

サラエボにおいて開催された。 

会議では、改革アジェンダやＳＡＡにおける

実行課題に沿って、政治・経済政策、法の支

配、人権、各市場の状況、貿易など多様な分

野に関し話し合われ、ＢＨの欧州統合に向け

た進展、問題点及び解決策を協議した。 

ＥＵは、ＢＨの行政改革、公共金融管理、雇

用、エネルギーや農業等の分野に対し、全国

的で、政治サポートを受けた資金的に持続可

能な戦略枠組みの構築必要性を強調し、かか

る戦略の策定は、ＥＵからの更なる資金援助

を可能にする旨述べた。 

 

（２）二国間関係 

●ヴァルストロム・スウェーデン外相のＢＨ来

訪（５日） 

 ５日、ヴァルストロム・スウェーデン外相がＢ

Ｈを訪問し、イゼトベゴビッチ大統領評議会メ

ンバー、ズビズディッチ閣僚評議会議長、及び、

ツルナダク外相と会談した。 

 両国外相会談において、ツルナダク外相は、

スウェーデンが二国間ベースでＢＨにとって最

大の支援国の一つであることに謝意を表明し、

ＢＨのＥＵ加盟プロセスに関する議論では、Ｂ

Ｈは２０１７年末ないし２０１８年初めには加盟

候補国の地位を獲得することを目指している
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旨述べ、また欧州委員会からの質問票への

回答準備状況について説明した。 

 スウェーデンには約８万人のＢＨ出身者が居

住している。そのためもあり、特に対ＢＨ経済

協力では、独に続くトップドナーとなっている。 

 

●ＢＨ・露外相会談（１９日） 

 １９日、ツルナダクＢＨ外相とラブロフ露外相

が、１８－１９日にキプロスのニコシアにおいて

開催された欧州評議会閣僚委員会後に会談

を行った。同会談では、主に経済に関する二

国間関係の強化と西バルカン地域及びＢＨの

政治情勢が協議された。会談の席上、ツルナ

ダク外相は、ＢＨ上級代表事務所（ＯＨＲ）の

和平履行評議会（ＰＩＣ）メンバーである露のデ

イトン和平合意履行に対する支持の重要性と、

ＢＨ内の合意形成の必要性を強調した。ラブ

ロフ外相は、ＥＵ加盟に向けたＢＨの取り組み

に対する露の支援と、ＢＨの全ての政治レベ

ルが露との友好関係促進に積極的であること

への謝意を強調した。 

 

●イー米国務次官補代理による米連邦議会

下院におけるＢＨに関する報告（１７日） 

 １７日、イー米国務次官補代理は、米国連邦

議会下院の外交委員会において、西バルカン

諸国の厳しい経済状況と不安定な現状を伝え

るとともに、特にＢＨではＲＳの離脱を支援して

いる等、同諸国に対し露が影響力を強めてお

り、米国のコミットメントの強化が必要である旨

報告した。 

これに対し、ドディックＲＳ大統領は、「イー

国務次官補代理は、同諸国に干渉したいだけ

で嘘を言っている。」と批判し、イゼトベゴビッ

チ大統領評議会メンバー（ボシュニャク系）も、

「かかる露の影響力は存在しない。むしろ、ド

ディックＲＳ大統領による離脱への動きをたし

なめる方向に作用している。」と発言。イバニッ

チ大統領評議会議長（セルビア系）は、「確か

に、ＢＨはデイトン和平合意がＢＨを崩壊させ

たと考える人々による様々な挑戦によって、問

題に直面している。あるグループは、２つのエ

ンティティを取り払って一つの国を目指し、あ

るグループはＲＳの独立を目指し、またあるグ

ループは第３エンティティを創設しようとしてい

る。私は、デイトン和平合意によるＢＨを支持

している。」と述べた。 

  

３．経済 

（１）経済指標 

●ＧＤＰ成長率 

 ＢＨ統計局によると、１６年第４四半期は、前

年同時期と比較して、実質ＧＤＰは２．６％の

増加となった。 

 

●鉱工業生産高 

 ＢＨ統計局の発表によると、１７年４月の鉱

工業生産高は、１７年３月と比較して、０．７％

の増加。 

 

●雇用／失業者数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１７年３月のＢＨ

全体の雇用者数は７５０，５４３人。同月の失

業者数は５０１，５２２人で失業率は４０．１％と

なった。 

 

●平均給与 

 ＢＨ統計局の発表によると、１７年３月のＢＨ

における平均給与（手取り）は８５４ＫＭ（約４３

７ユーロ）となった。 
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●消費者物価指数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１７年４月の消

費者物価指数は前月から０．３％の減少。 

 

●貿易額 

 ＢＨ統計局の発表によると、１７年１月から４

月のＢＨの輸出額は１８億５，５４０万米ドル、

輸入額は２９億８，８００万米ドルとなった。 

・輸出相手国上位５ヵ国（貿易額、１７年１月か

ら４月）：①ドイツ（２億７，８３０万米ドル）②ク

ロアチア（２億１，５３０万米ドル）、③イタリア

（２億７８０万米ドル）、④セルビア（１億７，６４

０万米ドル）、⑤スロベニア（１億６，１９０万米

ドル）参考：日本（２７万５，０００米ドル） 

・輸入相手国上位５ヵ国（貿易額、１７年１月か

ら４月）：①ドイツ（３億４，８００万米ドル）、②イ

タリア（3 億３，６７０万米ドル）、③セルビア（３

億２，７４０万米ドル）、④クロアチア（２億９，６

９０万米ドル）、⑤中国（１億９，６２０万米ドル） 

参考：日本（２，００３万９，０００米ドル） 

＊上記数値はいずれも原産国及び仕向国に

よる算出。 

 

●観光客数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１７年４月、ＢＨ

にはのべ１１１，６９４人（うち日本からは６２２

人）の観光客が訪れた（注：宿泊を伴った観光

客の総計）。 

 

（２）経済政策、公共事業 

●ＲＳ・セルビアを結ぶブラトリュブ橋の完工

式を実施（２６日） 

２６日、ドリナ川を跨ぎＲＳブラゥナツ市とセ

ルビア・リュボビヤ市を結ぶブラトリュブ橋の

建設記念式典が行われ、ＢＨからは、ドディッ

クＲＳ大統領、ツビヤノビッチＲＳ首相（以上セ

ルビア系）、ユースコＢＨ運輸・通信相（ボシュ

ニャク系）が、また、セルビアからはニコリッチ

大統領及びブチッチ首相（当時）が出席した。

同橋には、１，３００万ユーロが投資され、本年

８月中に最終完成の予定である。 

 ドディック大統領は「ＲＳとセルビアを結ぶこ

の橋は両者の特別な協力関係の賜物であ

る。」と述べ、ブチッチ首相は「この橋が完成す

れば、ドリナ川両岸に住むセルビア系の人々

を結ぶだけでなく、セルビア系とボシュニャク

系の人々を結び付けることになり、非常に大き

な価値がある。」と発言した。一方、ニコリッチ

大統領は橋の役割に加え「いつの日か、セル

ビアとＲＳが一つになることを願っている。」と

発言した。  

 

●２０１６年のＥＢＲＤのＢＨ向け融資、２億ユ

ーロに上る 

 １０日、シャロビッチ副首相兼対外貿易関係

相は、キプロスにおいて開催された欧州復興

開発銀行（ＥＢＲＤ）の２０１７年年次会合にお

いてＢＨの投資可能性に関する発表を実施。

同会合には、世界各国から７０以上の経済関

係大臣に加え、３，０００名以上の企業関係者

が参加した。 

同副首相によると、ＢＨはＥＢＲＤからの貸

付金運用率が非常に低い国であったが、昨年

は、２億ユーロという記録的な融資を受け、本

年も同規模の融資を予定している。ＥＢＲＤの

約６０件の案件は、インフラや地方創生、起業

支援などに充てられ、これら分野におけるＢＨ

の競争力をＥＵレベルに押し上げることに貢献

している。また、同副首相は、保有能力に対し

て４０％程しか活用されていないＢＨのエネル

ギー分野に対する対外投資を呼びかけた。会

合中には、ＢＨに対する投資の呼び込みとサ
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ポートを目的にＥＢＲＤ投資委員会をサラエボ

に設置することが合意された。 

 

●ＢＨの公的債務、ＧＤＰの約４０％（１２日） 

 １２日の政府発表によると、ＢＨの公的債務

は、昨年１年間で１．１８％増加し、２０１６年末

時点でＧＤＰの３９．７８％に当たる１２１億ＫＭ

（約６１億８，９２５万ユーロ）となった。隔週の

閣僚評議会ではその内訳が発表され、対外

債務が８５億３，０００万ＫＭ（約４３億６，３１７

万ユーロ）、国内債務が３５億５，０００万ＫＭ

（約１８億１，５８５万ユーロ）であると判明し

た。 

 最大の債権者は世界銀行で全体の３３．４

４％を、次に欧州投資銀行の２０．９９％、国際

通貨基金（ＩＭＦ）の１２．２５％、パリ・クラブの

８．９％、欧州復興開発銀行の７．４４％であっ

た。 

 債務の保有内訳は、ＢＨ連邦が全体の５４．

２８％、ＲＳは４５．０４％、ブルチュコ特別区は

０．２４％であり、国家レベルは０．４４％に留

まった。 

 

●バニャ・ルカ市、ウニ・クレジット銀行と負債

の借り換え契約 

 ３１日付ボスニア・デイリーによると、バニャ・

ルカ市は、ウニ・クレジット銀行の現地支店と

の間に、総額７，３００万ＫＭ（約３，７３４万ユ

ーロ）の借り換え契約を結んだ。ラドイチッチ

市長は、市の財政が厳しく、借り換えなしでは、

現在進行中及び将来的な案件が立ちゆかなく

なると理由を述べた。同銀行は、入札により１

１銀行の中から選ばれた。ペハール・ウニ・ク

レジット・バニャ・ルカ支店長によれば、今回の

契約はＢＨの地方自治体との借り換え契約で

は、最大。 

（３）経済協力 

●サラエボ、ブティラ下水処理場の稼働開始

（２２日） 

 ２２日、サラエボのブティラ下水処理場が正

式に稼働を開始し、ＥＵ、世界銀行、ＢＨ政府、

サラエボ・カントン政府及びサラエボ公益水道

会社の協力で進められてきた一連のプロジェ

クトが完了した。 

 ダニエルソン欧州委員会近隣政策・拡大交

渉総局局長は、水質汚染を低減し、サラエボ

市民の生活の質を改善したとしてプロジェクト

参加者の努力を褒め称えた。また「ＥＵ資金に

よるこのプロジェクトの主な目的は、以前はミ

リヤツカ川及びボスナ川に垂れ流しになって

いた都市部の下水による地表水の汚染を改

善することにあった。このプロジェクトはＥＵ統

合とは何かという見本となる案件である。この

プラントによって、ＢＨの水処理を、ＥＵ基準に

押し上げたからである。」と述べた。 

  

●ＥＢＲＤ、サラエボの水道改修に２，５００万

ユーロを融資（１１日） 

１５日付ボスニア・デイリーによると、欧州復

興開発銀行（ＥＢＲＤ）は、サラエボ・カントン上

下水道公社に対し、サラエボにおける上水道

システムの改修を目的として２，５００万ユーロ

をソブリン・ローン（最終的な返済責任が国家

に帰属する融資）にて融資する契約を結んだ。

この資金は、上水道管網の改修によるに無収

水率の低減と、公社のサービス・レベルの向

上に使用される。本契約は、ＥＢＲＤの２０１７

年年次会合にて、ブラウン在ＢＨ・ＥＢＲＤ事務

所長とシャロビッチ副首相兼対外貿易関係相

の間で結ばれ、ブラウン所長は「本契約は、無

収水率の軽減というサラエボ・カントンにおけ

る最も喫緊の課題の一つを支援する意味で重
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要である。またサラエボ市民の水へのアクセ

スを改善でき、直接的に市民に役立つプロジ

ェクトである。」と述べた。 

 

●円借款案件「ウグレヴィック火力発電所排

煙脱硫装置建設計画」鍬入れ式の開催（１５

日） 

 １５日、ＲＳ内のウグレヴィック火力発電所に

おいて、円借款案件「ウグレヴィック火力発電

所排煙脱硫装置建設計画」の鍬入れ式（工事

の安全祈願式）が開催され、小川大使、ジョキ

ッチＲＳ鉱業・エネルギー・鉱業相らが出席し

た。 

本プロジェクトは、日本からの１２６億円の

借款により、ＢＨ初となる排煙脱硫装置を同発

電所内に建設するもので、三菱日立パワーシ

ステムズ社が工事を請け負う。同発電所はＲ

Ｓの主要電力源である一方、設備の老朽化が

進み、また、硫黄含有率が高く低発熱性の褐

炭を燃料源にしている。排煙脱硫装置の導入

により、大気汚染物質の二酸化硫黄や粉じん

を大幅に削減することができるため、同プロジ

ェクトには、ＢＨの環境保全や周辺住民の健

康向上への貢献が期待されている。 

 

（了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


